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第４８回大津地方裁判所委員会兼第５０回大津家庭裁判所委員会議事概要 

１ 日時 

  令和８年２月５日（木）午後２時から午後４時３０分まで 

２ 場所 

  大津地方・家庭裁判所大会議室（本館１階） 

３ 出席者 

  （地方裁判所委員会委員）五十音順・敬称略 

池田聡介、角田徹、竹村和子、土井一成、土井裕明、福田修久、古川貴大、堀池宏志 

  （家庭裁判所委員会委員）五十音順・敬称略 

秋野滋彦、大野聡子、下川巌、田中明彦、多和常雄、仲野薫、福田修久、山本由美子 

  （事務担当者） 

   坂田幸二、大向敏正、北村嘉朗、加藤秀規、谷山博紀、蔵慎之介、構久子 

４ 議事 

 (1) 委員の紹介 

    事務担当者から、大津地方裁判所委員会委員及び大津家庭裁判所委員会委員の紹介

があった。 

(2) 委員長の選任 

   委員の互選により、大津地方裁判所委員会委員長に福田修久委員を、大津家庭裁判

所委員会委員長に福田修久委員を選出した。 

(3) 前回委員会以後の裁判所における取組等 

    事務担当者から、前回委員会で委員から出された意見を踏まえて、裁判所が行った

取組等について説明した（大津地方裁判所委員会の前回のテーマ「民事調停手続につ

いて」、大津家庭裁判所委員会の前回のテーマ「少年審判における試験観察及び補導委

託制度の柔軟な活用について」）。 

 (4) 意見交換（テーマ「活力ある執務環境の整備について～デジタル化や職員の働き方

の変容の中で～」） 

    裁判所全体におけるデジタル化や働き方の現状、民間企業や他官庁等の取組、大津

地家裁の現状や課題に関する事務担当者からの説明及び庁舎内見学を実施した後、意

見交換を行った。 

   発言要旨は、別紙のとおりである。 

 (5) 次回委員会の日程、テーマについて 

次回の地方裁判所委員会は、令和８年９月１４日（月）午後２時からとし、２時間

程度で行う。テーマは「裁判員制度の広報」とする。 

次回の家庭裁判所委員会は、令和８年９月３日（木）午後２時からとし、２時間程

度で行う。テーマは「家事手続案内について」とする。 
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（別紙） 

（発言要旨） 

（委員長：●  委員：○  事務担当者等：□） 

※冒頭で、地裁委員１名及び家裁委員１名から、各委員が所属する組織におけるオフィス改

革や職員の働き方の現状について説明があった。 

● 先ほど裁判所内を見学いただいたが、感想等はあるか。 

○ 検察庁では、業務の特殊性から個室が多いが、事務局では全国的に、なるべくコミュニ

ケーションを取りやすい環境づくりに取り組み始めたと聞いている。裁判所内の見学を

して、もう少し広くなればなと感じた。 

● すぐに改善できそうな点などはあるか。 

○ 見学していて感じたのは、空気清浄機や加湿器がないことである。空気が乾燥していて、

職員はしんどいのではないか。特に冬は湿度が下がるので、仕事に集中するためにこれら

を取り入れれば職員の満足にもつながるのではないか。 

○ 紙が多いのは分かるが、あまりにも汚くて仕事をする環境ではない。各フロアの責任者

は、あの状況で仕事をしていることに対して注意ができないのか。壁に貼ってある紙は焼

けていて、いつ貼ったのかもわからない。これらができなければ、いくらここで紹介され

た新しい環境で働こうとしてもできないのではないか。今できることをやらないと次に

進めないのではないか。また、一階の受付には、来庁者が座る目の前につづりひもがあっ

たが、客を迎えるに当たってあれはない。そして、養生テープが貼ってあったが、あれも

ない。さらに、本会議室に置かれているパーテーションに少し傷がついている。誰かが何

かをテープで貼ってはがしたから傷ついたのだろう。そういう物の使い方しかできなけ

ればきれいにはならないし、効率も上がらないだろうと感じた。 

○ 議論の前提の確認として、副題にある「職員」の範囲に裁判官を含むのか。また、働き

方の問題を考えるときに、そもそもの仕事量が多すぎないかの確認が必要だが、定員の充

足率や充足されていても仕事量に比して十分なのかを考えないといけない。労働基準法

の理念、人間の尊厳に値する労働環境、ILO が提唱するディーセントワークといった観

点に照らして考える必要がある。さらに、ほかの官庁の紹介があったが、業務には固有性

があり、業務にあった職場環境がある。行政と司法では違うところがあるだろうから、よ

いところは学べばよいが、すべて裁判所に適用できるかというとそうではないだろう。も

う一つ、こういう議論をするときに、職場からの意見、下からの意見をしっかり集約して

いるかも重要である。職員の意見が反映されない結果、見た目はよいが使いにくいという

ことにならないようにしないといけない。 

● 裁判所職員には裁判官を含んでいる。 

□ 大津に割り当てられている定員の範囲では、基本的には充足している。体調面や出産な

どで一部欠ける場合はあるが、そういう場合でも様々な形で補充しているので、おおむね
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人員は埋まっていると認識している。繁忙な部署とそうでない部署の差があるのが実情

である。 

● 労働基準法の理念、という点について補足してもらえるか。 

○ 働くことによって成長があり、特に余裕があることが大事である。一定の余裕がないと

メンタルヘルスの問題が生じかねない。その点でいうと、週休三日などの取組はすばらし

いが、それで業務が回るのかは少し心配である。 

□ 試行的に執務室を新たなオフィスにしようとする取組について、上で決めるのではな

く、下の意見も聞きながら合意を形成した上で進めている。そういった中で、職員の新た

な環境での働き方への意識の醸成も進んでいくと思われるので、職員の意見もしっかり

聴いて取り組んでいる。 

○ 裁判所は人権の砦なので率先して人権を保障する職場であっていただきたい。 

○ だいたいの役所は汚い。なぜかというと民間企業が汚いと顧客が離れてしまうが、役所

は客の評価を気にする行動原理になっておらず、これは裁判所に限った話ではない。利用

者目線でどう感じるかをかなり意識しないと、厳しい意見はなくならないと思う。また、

先ほどの見学で待合室を見せてもらったが、待合室は様々な案件で来ている互いに知ら

ない利用者同士が同室で過ごしている。裁判所の利用者はデリケートな問題を抱えてお

り、弁護士も同席していれば待ち時間に簡単な打合せをしながら待っているが、複数の人

がいるとプライバシーの問題が気になり、問題に感じている。彦根支部が令和４年に新庁

舎を建てるに当たって、弁護士会から待合室をたくさん作ってほしいという要望を強く

出したが、全く顧みられなかった。その理由は、最高裁で庁舎設営の基準や庁舎規模に応

じた待合室の数なども細かく決まっていて、庁の独自性がまったく発揮されないためで

あることがわかった。地裁委員会でこういう意見が出たと最高裁に文句をいい、もっと地

家裁レベルで融通がきくようにしてほしい。また、プレゼンで紹介のあった市役所は、市

の判断で庁舎を作れるが、大津の裁判所の場合、大津だけで決められることはほとんどな

いという制約がある。この裁判所もいずれ建て替えになるだろうが、そのときは待合室く

らいはしっかり設置してほしい。 

○ 児童相談所では、職員の業務改善として、こども家庭庁が国の事業として、児童相談所

の業務の AI 支援システムを導入しようとしている。会議や面接の場面でタブレットを置

き、当事者の同意を得て、録音・録画ではない形で会話内容を文字化したり要約したりし

て記録として残す、というものである。会議や面談の後に記録化することがかなり職員の

負担になっているので、簡略化・効率化することで職員がケースワークに専念できるよう

にすることを目的としている。裁判所でも、似たようなシステムがあれば業務を効率化で

きるのではないか。 

● 裁判所でも、AI が活用できれば、法廷でのやりとりを書記官が記録に残すに当たって

便利な面があるのではないかと思う。 

○ 見学したところ、天井が低いので圧迫感があり、テーブルの上にたくさん物を置いて仕
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事をしていたが、耐震用のエックス形の柱の下に物入れを置いて収納し、机の上になるべ

く物を置かないようにしたらもっと気持ちよく仕事ができるのではないかと感じた。ま

た、LED を導入してもっと明るくしたらよいでのでないか。 

○ 見学の中で雑然としているという感じを強く抱いた。仕事柄ペーパレスが難しいとか、

建物が古く、間取りを簡単にいじれないという制約はあろうが、まずは一つのフロアから

何か一つやってみよう、という狙いを設けてアクションをしてみてもよいのではないか。

走りながら考え、少しずつ変えていくやり方をしたらよいのではないか。 

□ 会計課内の配置を試行的に変える案を考えている。具体的には、机を小さくして、空い

たスペースにミーティングスペースを作ったり、一人用の集中ブースや窓際にハイカウ

ンターのテーブルを設置したりといったことを試行しようと考えている。いろいろトラ

イしながら、状況によって変えられるフレキシブルな環境を作っていきたいと考えてい

る。 

● フリーアドレスを導入するに当たっての隘路や克服方法についてはいかがか。 

□ 完全にフリーアドレスを導入すると、座席が固定化してしまうのではないかという懸

念がある。そうならないための工夫があれば教えていただきたい。 

○ フリーアドレスは、営業担当は出入りがあるのでよいかもしれないが、そうでないと座

席は固定化してしまう。個人のボックスを設けるのがよいだろう。また、若い人や女性の

意見を聞くのがよい。また、見学していて養生テープはとても気になった。さらに、職員

の机上にパソコンと大型スクリーンがあって、かなりスペースをとっていたが、あの状態

でフリーアドレスにするのは難しいのではないかと感じた。 

○ マスコミでは、記者はフリーアドレスで席が一部しか決まっていなかったが、朝から席

取りをするなどしており、席がほしいという声があったので結局席を設けることとした。

しかし、記者は社内の様々な場所で議論したり、いろいろな話をしたりしており、そうい

う雰囲気作りをすることもよいのではないか。見学については、一階の受付で、ロッカー

の上に段ボール箱が雑然と置かれていたのはやめた方がよい。少なくとも当事者が来る

ところはきれいにしておいた方がよいだろう。 

○ 障害や特性があって環境の変化に耐えられない人もいるので、フリーアドレスを全面

的に採用するのではなく、多様性を重んじて少数者の人権も保障することを忘れないで

ほしい。 

○ 当方は、集中して仕事をする場合、ノートパソコンだけ持って別室に行き、電話からも

シャットアウトした環境で仕事をしている。その際、紙の記録に囲まれて仕事をしている

とそういう働き方はできず、すべての情報がデジタル化されていて初めてフリーアドレ

スのような仕事ができる。裁判所も本年５月から民事では基本的にすべてデジタルで行

うことになる。それが浸透してくれば、否応なしにパソコンだけで仕事をするようになる

だろうし、フリーアドレスが広まるならそういう機会とセットになるのだろう。 

○ 執務環境の整備がいつになるのかわからないが、今年中にやるならよいが、もし５年後、
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１０年後になるのなら、机のない時代がくるかもしれないので、そのときにもう一度検討

した方がよいのではないか。 

○ 書記官室は、来庁者と常にオープンなのでとてもストレスがたまりそうで、どこで雑談

し、休憩しているのかと感じる。言いたいことを言ってストレスを発散できるようなスペ

ースは大事であるので、そういう場を用意することが働きやすさの観点からも大事であ

ろう。 

○ 当社では、喫煙室だったところを改装して自動販売機を集中して置き、そこに行く用事

を作らせ、雑談の場にしており、これであれば費用をかけずに導入可能である。 

● 書記官はどこかで、コミュニケーションのための雑談をしているのか。 

○ 時間を区切って、例えば来庁者がいない時間にすることはあるかもしれない。また、裁

判官室は閉じられているので、そこで雑談することもある。 

○ 家裁の書記官室はかなりの頻度で窓口に来庁者が来るので、窓口が開いている時間に

おける室内での雑談は難しいのが実情だろう。裁判官室にミーティングテーブルが導入

されたので、雑談に限らず案件の意見交換や打合せをすることがあり、様々な形で活用し

ている。 

○ 環境の整備を考えるに当たってコストは考えなくてよいのか。民間企業であれば、デジ

タル化を進めたり、建物を新営したりするのであれば、費用がかかる分を何で回収するか

を考える必要がある。紹介のあった官公庁では、業務の効率が上がったという話だったが、

数字で示されなかったのでよくわからなかったし、その先に見えるものがわからない。 

□ 裁判所では、まず予算上の制約があり、予算がついても、効果がどれだけ出たかは当然

検証していく必要がある。柔軟な働き方ができるようになれば必要なときに人をいろい

ろなところに配置できることを理想としており、その結果どういう影響が出るかは明確

な答えを出せるわけではないが、検証していく必要があると考えている。 

○ そこが明確にならない限り話は進まないのではないか。こういう結果が出ると明確に

した上でお金を使おうと、いうことで話が進むのだろう。 

● 議論は尽きないが、このあたりで本日の意見交換は終了したい。いろいろ御意見をいた

だき、ありがとうございました。 

以 上  

  


